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清
末
愛
砂
教
授
は
、
「
生
き

る
」
と
は
何
か
を
「
小
さ
な
幸

せ
」
と
い
う
言
葉
を
手
が
か
り

に
、
日
本
国
憲
法
の
平
和
と
人

権
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

パ
レ
ス
チ
ナ
や
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
で
の
経
験
を
通
し
て
、
戦

争
や
占
領
が
人
々
の
日
常
と
尊

厳
を
奪
う
現
実
を
目
の
当
た
り

に
し
、
Ｒ
Ａ
Ｗ
Ａ
（
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
女
性
革
命
協
会
）
の
女

性
た
ち
と
の
出
会
い
か
ら
、
不

条
理
に
対
し
て
怒
り
を
持
ち
、

と
も
に
声
を
上
げ
る
こ
と
の
大

切
さ
を
学
ん
だ
と
の
こ
と
。
そ

の
経
験
か
ら
「
一
生
か
け
て
で

も
自
衛
と
か
自
衛
権
と
い
う
も

の
が
持
つ
怖
さ
に
つ
い
て
は
、

話
し
続
け
る
」
と
決
意
し
た
こ

と
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
ま
た
、
こ
の
半
年
ほ
ど
の
国

内
で
の
動
き
に
つ
い
て
、
９
条

を
め
ぐ
る
議
論
や
改
憲
の
動
き

が
進
む
な
か
で
、
戦
争
の
危
機

が
現
実
味
を
帯
び
た
一
方
、
憲

法
９
条
が
武
力
行
使
に
歯
止
め

を
か
け
、
人
々
の
生
活
を
守
っ

て
き
た
こ
と
を
実
感
さ
れ
た
と

語
ら
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
こ
と
を
「
い
ろ
ん
な
と

こ
ろ
で
言
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
、
歴
史
的
な
出
来

事
」
と
捉
え
、
憲
法
９
条
を
守

る
こ
と
は
、
抽
象
的
な
理
念
を

守
る
こ
と
で
は
な
く
、
一
人
ひ

と
り
の
「
小
さ
な
幸
せ
」
と
尊

厳
を
守
る
こ
と
だ
と
訴
え
ま
し

た
。 

 

基
調
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

「
憲
法
と
地
方
自
治
を
い
か

し
、
共
同
の
力
で
平
和
、
人

権
、
公
共
を
取
り
も
ど
そ

う
」
を

テ

ー

マ

に
、
コ

ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
立
命
館
大

学
名
誉
教
授
の
平
岡
和
久
さ

ん
の
も
と
、
３
名
が
発
言
を

さ
れ
ま
し
た
。 

 

は
じ
め
に
、
大
谷
大
学
教

授
の
中
野
加
奈
子
さ
ん
は
、

い
の
ち
の
と
り
で
裁
判
全
国

ア
ク
シ
ョ
ン
で
の
取
り
組
み

な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ

ま
し
た
。
判
決
が
で
る
ま
で

に
時
間
が
か
か
り
、
原
告
全

員
で
勝
訴
を
聞
け
な
か
っ
た

こ
と
な
ど
が
語
ら
れ
ま
し

た
。 

 

自
治
労
連
中
央
執
行
委
員

の
曽
我
友
良
さ
ん
は
、
指
定

管
理
者
制
度
の
問
題
点
に
つ

い
て
、
学
童
保
育
の
分
野
に

も
民
間
企
業
が
参
入
し
、
労

働
者
の
処
遇
を
切
り
下
げ
る

こ
と
は
、
質
の
低
下
に
つ
な

が
る
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。 

 

和
光
大
学
名
誉
教
授
の
山

本
由
美
さ
ん
は
、
大
規
模
再

開
発
に
反
対
す
る
立
場
か
ら

「
み
ん
な
で
練
馬
区
長
選
挙

２
０
２
６
」
と
い
う
団
体
を

立
ち
上
げ
、
各
地
で
学
習
会

を
行
っ
た
こ
と
な
ど
を
お
話

し
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
基

本

的

人

権
を

守

り
、
「
公

共
」
を
取
り
戻
す
た
め
の

様
々
な
取
り
組
み
を
学
び
、

考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。 

   

 基本的人権を守り、公共を取りもどす 

 

全
体
会
終
了
後
、
1
階

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
青
年

企
画
「
み
ん
な
の
声
を
聞

か
せ
て
！
仕
事
の
お
悩
み

相
談
会
」
が
開
催
さ
れ
、

全
国
70
人
の
青
年
が
参
加

し
ま
し
た
。 

 
職
種
の
近
い
メ
ン
バ
ー

で
14
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
ト
ー
ク
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。 

 

更
に
２
回
目
は
バ
ラ
バ

ラ
な
職
場
で
の
ト
ー
ク
と

な
り
ま
し
た
が
、
ど
ち
ら

も
ト
ー
ク
は
盛
り
上
が
り

を
見
せ
、
発
表
で
は
今
度

は
熊
被
害
、
雇
用
、
首
長

な
ど
新
た
な
内
容
が
あ

り
、
話
題
や
悩
み
は
尽
き

な
い
様
子
で
し
た
。 

 

予
定
時
間
の
１
時
間
半

は
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
、
最
後
は
主
催
者
が
青

年
が
つ
な
が
る
こ
と
の
大

切
さ
を
語
り
記
念
撮
影

へ
。 

 

大
い
に
盛
り
上
が
り
、

大
成
功
の
企
画
と
な
り
ま

し
た
。 

基調フォーラム 

青
年
企
画
で

全
国
70
人
が

交
流
！ 

職
場
ト
ー
ク
で
大
盛
り
上
が
り
！ 

 会場と活発な意見交換

室蘭工業大学大学院教授・憲法学 清末 愛砂さん(写真右)、講演を聞く参加者 

参加者と意見を交わす発言者、コーディネーター 

交流企画で楽しそうに話す青年たち 

積極的に質問する参加者 

10
月
３
日
（土
）～
４
日
（日
）、
「第
18
回
地
方
自
治
研
究
全
国
集
会
ｉ
ｎ
広
島
」を
開
催
。
初
日
は
全
体
会
（
歓

迎
行
事
、
特
別
報
告
、
基
調
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
記
念
講
演
）、
２
日
目
は
15
の
分
科
会
と
１
つ
の
講
座
、
２
つ
の
現
地
分

科
会
に
全
国
か
ら
１
３
０
０
人
が
参
加
。
組
合
員
、
地
域
住
民
と
協
議
、
準
備
を
進
め
、
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。 

平和・人権・公共 

裏面には「現地分

科 会」「特 別 報

告」の様子を紹介

いたします。 

「第18回地方自治研究全国集会in広島」の感想も語り合おう！  

広島自治労連第37回定期大会・学習会「仲間を増やそう」 

■ 11月1日（日）広島ロードビルからオンライン併用 

■ 11：00～12：00 学習会 「仲間を増やそう」 

■ 12：45～17：00 第37回定期大会 

    議事：活動報告 運動方針提案 予算・決算 役員選挙 

■ 各単組、補助組織から発言をお願いします！！ 

mailto:hjrouren@urban.ne.jp
http://urban.ne.jp/home/hjrouren
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全
国
自
治
研
２
日
目
に

行
わ
れ
た
現
地
分
科
会
①

『
軍
都
廣
島
の
「
加
害
」

と
「
被
害
」
の
歴
史
を
学

ぶ
』
で
は
、
参
加
者
40
名

が
バ
ス
に
乗
車
し
広
島
城

大
本
営
跡
、
平
和
記
念
公

園
、
宇
品
港
、
比
治
山
陸

軍
墓
地
を
巡
り
な
が
ら
、

広
島
の
戦
争
加
害
と
被
害

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

当
日
は
朝
か
ら
あ
い
に

く
の
雨
と
な
り
ま
し
た

が
、
ガ
イ
ド
を
務
め
て
く

だ
さ
っ
た
元
中
学
校
社
会

科
教
師
で
広
島
県
原
水
協

代
表
理
事
の
高
橋
信
雄
さ

ん
の
お
話
は
非
常
に
興
味

深
く
、
戦
争
に
お
け
る
原

爆
被
害
だ
け
で
な
く
、
広

島
が
担
っ
て
い
た
軍
事
的

役
割
に
つ
い
て
も
深
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
大
変
貴

重
な
一
日
と
な
り
ま
し

た
。 県

外
の
参
加
者
か
ら
は

「
大
人
に
な
っ
て
か
ら
は

平
和
学
習
の
機
会
も
な

く
、
今
回
初
め
て
知
る
こ

と
ば
か
り
で
よ
か
っ
た
」

「
な
ぜ
大
本
営
が
広
島
に

あ
っ
た
の
か
と
い
う
話
が

印
象
的
だ
っ
た
。
広
島
に

は
日
常
に
近
い
場
所
に
平

和
を
学
ぶ
環
境
が
あ
っ
て

良
い
と
思
っ
た
」
と
い
っ

た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。 

広
島
の
歴
史
を
振
り
返

り
な
が
ら
、
今
の
日
本
に

つ
い
て
考
え
て
み
る
大
変

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し

た
。 

広島自治労連第37回定期大会役員選挙の告示 
  

 広島自治労連役員選挙規定第5条に基づいて、広島自治労連第37回定

期大会役員選挙に関する事項について、下記の通り告示します。 

 

記 

１、役員定数 

 選挙する役員とは定数は、第73回中央委員会（6月17日）の決定によ

り、以下の通りとします。 

 ①執行委員長  1名 

 ②副執行委員長 4名 

 ③書記長    1名 

 ④書記次長   2名 

 ⑤執行委員   14名 

 ⑥監事     2名 

２、役員任期 

 役員任期は、広島自治労連規約第21条に基づいて、2年間とする。 

３、選挙日程 

 ①立候補の届け出期間は、2026年10月7日より2026年10月30日正午ま

でとします。 

 ②選挙の投票は、第37回定期大会（11月1日）の議事日程に従い、大

会代議員証確認のもと大会代議員によって実施します。 

 ③開票は、投票終了後直ちに行い公表します。 

４、役員立候補の届け出方法 

 役員立候補の届け出は、「役員立候補届」用紙に必要事項を記入の

うえ、「役員選挙管理委員会」に提出してください。 

（事務局：広島自治労連・広島市中区大手町4-2-27-405） 

以上 

現地分科会１：軍都廣島の「加害」と「被害」の歴史を学ぶ 

現地分科会２：「広島市豪雨災害伝承館」の見学、 

災害跡地、砂防ダムの現場で学習 

「第18回地方自治研究全国集会in広島」の開催にあたり、 

実行委員会で2つの現地分科会を企画しました！紹介します★ 

現
地
分
科
会
②
『
「
広

島
市
豪
雨
災
害
伝
承
館
」

の
見
学
、
災
害
跡
地
、
砂

防
ダ
ム
の
現
場
で
学
習
』

に
は
34
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
ガ
イ
ド
は
元
高
等
学

校
地
学
教
師
で
地
質
学

者
、
防
災
士
の
越
智
秀
二

さ
ん
が
務
め
ま
し
た
。 

８
・
20
豪
雨
災
害
は
、

２
０
１
４
年
８
月
20
日
未

明
の
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災

害
で
77
人
の
犠
牲
と
、
初

め
て
線
状
降
水
帯
が
報
道

さ
れ
た
災
害
で
す
。 

自
身
も
被
災
者
で
伝
承

館
副
館
長
の
松
井
憲
さ
ん

か
ら
、
豪
雨
発
生
時
の
不

安
、
自
宅
が
土
砂
で
覆
い

尽
く
さ
れ
た
恐
怖
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
が
戻
っ
て
も
特

に
こ
ど
も
と
高
齢
者
は
不

安
が
つ
き
ま
と
い
不
安
定

に
な
っ
て
い
た
た
め
、
地

域
で
集
い
食
べ
ら
れ
る
場

所
を
作
っ
た
こ
と
、
行
政

等
と
の
交
渉
、
伝
承
館
を

含
め
た
復
興
計
画
決
定
な

ど
の
講
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

千
葉
県
君
津
市
職
の
方

は
、
「
今
年
初
め
て
避
難

所
開
設
の
担
当
に
な
っ
た

の

で
、
勉

強
に

き

ま
し

た
。
越
智
さ
ん
が
発
し
た

『
被
災
者
と
し
て
は
復
旧

復
興
活
動
は
連
続
し
て
い

る
。
た
ま
た
ま
２
年
後
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
支
援
を
依

頼
し
た
企
業
に
、
な
ぜ
今

頃
？
と
い
う
反
応
を
さ
れ

て
辛
か
っ
た
』
と
い
う
言

葉
か
ら
、
行
政
職
員
と
し

て
も
勝
手
に
復
興
を
終
ら

せ
る
よ
う
な
対
応
を
し
て

は
い
け
な
い
と
学
び
ま
し

た
」
と
語
り
ま
し
た
。 

安佐北区口田2丁目から被災地を遠望 

広島市豪雨災害伝承館前 

特別報告として、広島県被団

協の佐久間邦彦理事長が自身の

被爆体験と核兵器の廃絶に向け

た思いについて語りました。 

佐久間理事長は生後9か月のと

きに爆心地から3km地点で被爆。

戦後、東京に引っ越してから辛

い差別を経験しました。そうし

たなか「被爆者の助けになりた

い」と定年を迎え、広島県被団

協に加入しました。 

以後、核兵器禁止条約締約国

会議など国際的な会議に参加し

てきました。  

報告の最後に佐久間理事長

は、高市内閣の下での軍拡の動

きを踏まえて、憲法前文を読み

上げ、「世界の人たちと力を合

わせて核兵器も戦争もない平和

な社会を作らなければいけな

い。みなさん共に頑張っていき

ましょう」と訴えました。 

 

特別報告 「被爆体験と核兵器廃絶への思い」  

広島県原爆被害者団体協議会理事長 佐久間邦彦さん 

佐
久
間
理
事
長
は
、
爆
心
地
の
地
図

や
幼
い
頃
の
家
族
写
真
等
を
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
し
な
が
ら
報
告
し
ま
し

た
。 

実行委員のみなさん、 

    おつかれさまでした！ 

まずはひと言感想を… 

自分たちは初めての

取り組みだけど本部

のサポートがあり頑

張れたかな（広島自

治労連連組合員）  

広島城大本営跡 

比治山公園陸軍墓地 


